
内視鏡的上部消化管粘膜下層切除・剥離術（ESD）　（GAS003）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 入院日 治療当日

 1日前 基準日

  手術前 手術中

■身体的準備ができている
・検査値が許容範囲である
・抗血小板剤・抗凝固剤が予定通り中止
されている

   

   

■検査について理解できる
・説明内容に疑問・不信感の表出がない

適宜、検温をします

休止薬以外の内服薬は今までのも
のを続行して下さい。

２１時以降絶食となり、水分のみ
摂取できます

病院内自由に歩行できます

必要に応じて、採血を行います

必要に応じて、心電図検査を行い
ます

必要に応じて、胸部レントゲンを
行います

自宅で入浴してきてください

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

検査・治療承諾書の確認をします

抗血小板薬・抗凝固剤を服用中の
方は、休薬されているか確認しま
す
休止薬（　　　　　　　　　　）
入院までに化粧・マニキュアはと
ってきてください。

入院までに爪は短くしてきてくだ
さい

治療前日、適宜症状がないか確認
します

弾性ストッキングのサイズを測定
します

夕食は常食です

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することができる

   

■治療について理解できる
・床上で安静が守れている

午前中に点滴をします

検査室に行く前に検温をします。

休止薬以外の朝のお薬は服用して
ください
午前10時以降のお薬は中止してく
ださい

１０時まで水分摂取できます

午前中に尿を出す管を入れます

弾性ストッキングをはきます

午前中、看護師が点滴確保を行い
ます

入浴できます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

時計や指輪・ヘアピン・義歯など
の金属類、コンタクトレンズをは
ずします。

治療前日、適宜症状がないか確認
します

午前中に検査着に着替えます

絶食です

注射をします

通常午後に胃ESDを行います

治療中、適宜症状がないか確認し
ます

絶食です
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ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント
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処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 治療当日 術後１日目 術後２日目

 基準日 1日後 2日後

  手術後

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

■治療について理解できる
・床上で安静が守れている

点滴をします

心電図モニターを装着します

指に酸素濃度モニターをつけます

検温を帰室した時、その後１時間
毎に行います。

３時間はベッド上安静です
その後トイレへ行くことができま
す

胃カメラが終わってから２時間経
つと水分がとれます
術後、初めて水分を摂取するとき
は、看護師がお手伝いします
一人では飲まないで下さい
翌日検査のため、２１時より絶飲
食です

トイレ歩行出来たら尿を出すため
の管を抜きます

必要時、酸素を流量します

３時間はベッド上で排泄します
その後トイレへ行くことができま
す

クリニカルパスの説明をします

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

絶食です

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない

■貧血の症状・所見がない
・ヘモグロビン

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる
   

点滴をします

地域連携パスの説明の日時をお伝
えします。

洗面所まで行くことができます

適宜、検温をします

胃カメラが終わってから２時間経
つと水分がとれます
術後、初めて水分を摂取するとき
は、看護師がお手伝いします
一人では飲まないで下さい

朝に採血があります

午前中に胃カメラがあります

介助で全身清拭できます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

絶食です

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

胃薬内服

点滴をします

洗面所まで行くことができます

適宜、検温をします

介助で全身清拭できます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

医師の指示にて持参薬が再開にな
ります

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

昼から胃潰瘍食三分粥が始まりま
す
その後常食まで２食ずつ上がって
いきます
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ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 術後３日目 術後４日目 術後５日目

 3日後 4日後 5日後

  

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない
・心窩部痛がない

   

   

   

点滴をします

病棟内は自由に歩行できます

適宜、検温をします

シャワー浴ができます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

朝・昼食は　胃潰瘍食五分粥
夕食は　胃潰瘍食七分粥
が提供されます。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない
・心窩部痛がない

   

   

   

病院内自由に歩行できます

適宜、検温をします

入浴できます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

朝食は　胃潰瘍食七分粥
昼・夕食は　胃潰瘍食全粥
が提供されます。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・嘔気がない
・嘔吐がない
・心窩部痛がない

   

   

■日常生活の注意点について理解できる
・退院後の日常生活のわからないことを
聞くことができる

病院内自由に歩行できます

適宜、検温をします

入浴できます

トイレに行けます

クリニカルパスの説明をします

治療後、適宜症状がないか確認し
ます

朝・昼食は　胃潰瘍食軟飯
夕食は　胃潰瘍食中米飯
が提供されます。


